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【 2015年全国】
●サンプル構成比

全	体
性 年		層

男性 女性 16 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
2,549 人 1,219	 1,330	 105	 199	 347	 453	 423	 499	 523	
100.0% 47.8 52.2 4.1	 7.8	 13.6	 17.8	 16.6	 19.6	 20.5	

全	体
男の年層 女の年層

16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
2,549 人 143	 168	 217	 196	 234	 261	 161	 179	 236	 227	 265	 262	
100.0% 5.6	 6.6	 8.5	 7.7	 9.2	 10.2	 6.3	 7.0	 9.3	 8.9	 10.4	 10.3	

全	体
都市規模

特別区と
人口 100 万
以上の市

人口 30 万
以上の市

人口 10 万
以上の市

人口 5 万
以上の
市町村

人口 5 万
未満の
市町村

2,549 人 532	 528	 653	 408	 428	
100.0% 20.9	 20.7	 25.6	 16.0	 16.8	

全	体 地　域
北海道 東北 関東 甲信越  東海  北陸  近畿  中国  四国  九州 

2,549 人 117	 174	 798	 123	 318	 77	 384	 175	 76	 307	
100.0% 4.6	 6.8	 31.3	 4.8	 12.5	 3.0	 15.1	 6.9	 3.0	 12.0	

●有効率

全	体
性 年層

男性 女性 16 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
指定

サンプル 3,600 人 1,772	 1,828	 146	 379	 551	 622	 538	 647	 717	

有効
サンプル 2,549 人 1,219	 1,330	 105	 199	 347	 453	 423	 499	 523	

有効率 70.8 68.8	 72.8	 71.9	 52.5	 63.0	 72.8	 78.6	 77.1	 72.9	

全	体
男の年層 女の年層

16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
指定

サンプル 3,600 人 256	 283	 312	 267	 314	 340	 269	 268	 310	 271	 333	 377	

有効
サンプル 2,549 人 143	 168	 217	 196	 234	 261	 161	 179	 236	 227	 265	 262	

有効率 70.8 55.9	 59.4	 69.6	 73.4	 74.5	 76.8	 59.9	 66.8	 76.1	 83.8	 79.6	 69.5	

全	体
都市規模

特別区と
人口 100 万
以上の市

人口 30 万
以上の市

人口 10 万
以上の市

人口 5 万
以上の
市町村

人口 5 万
未満の
市町村

指定
サンプル 3,600 人 828	 768	 888	 564	 552	

有効
サンプル 2,549 人 532	 528	 653	 408	 428	

有効率 70.8 64.3	 68.8	 73.5	 72.3	 77.5	

全	体 地　域
北海道 東北 関東 甲信越  東海  北陸  近畿  中国  四国  九州 

指定
サンプル 3,600 人 156	 252	 1,200	 156	 420	 96	 588	 216	 108	 408	

有効
サンプル 2,549 人 117	 174	 798	 123	 318	 77	 384	 175	 76	 307	

有効率 70.8 75.0	 69.0	 66.5	 78.8	 75.7	 80.2	 65.3	 81.0	 70.4	 75.2	

●不能理由

全	体 不能
合計

場所
不明 転居

1 年
以上
不在

10 日
以上
不在

10 日
未満
不在

留め置き
不可能

自宅
療養 拒否 その他 死亡 受け取り

不可能
汚損・
紛失

対象
違い

3,600 人 1,051	 41	 133	 13	 77	 11	 50	 43	 427	 12	 6	 195	 1	 42	
100.0％ 29.2	 1.1	 3.7	 0.4	 2.1	 0.3	 1.4	 1.2	 11.9	 0.3	 0.2	 5.4	 0.0	 1.2	

　「折り紙付き」は「お墨付きを与える」とい

うような意味だが，なぜ「折り紙」なのだ

ろう？ そもそも，読み方は「おりがみつき」

でいいのだろうか？ という質問を受けた。

『岩波国語辞典 第7版新版』（平23）によ

れば，「鑑定保証の折紙のついているもの。

転じて，保証するのに足りるという世間の

評判」という意味で，「オリガミツキ」と読む。

この「折り紙」は，遊びに使う「いろ紙」の「折

り紙」とは違う。刀や書画などの美術品を

鑑定して，確かな物であることを保証した

書き付けのことだ。折って保存されたため，

「折ってある紙」で「折り紙」である。

現代でも「折り紙付き」ということばを

使ったり，耳にしたりすることはあるが，「折

り紙」だけで使われることはほとんどない。

かろうじて歌舞伎のセリフで耳にすること

がある程度だ。例えば，「折紙もございま

すれば，好みてさへ有れば，弐百両になり

まする代物。」（「お染久松色読販」『鶴屋南

北全集 第 5巻』三一書房・昭46）などと使

われる。この物語の発端となる名刀・吉光

の価値について述べるセリフとして「折り

紙」が使われている。歌舞伎では「オリカ

ミ」と読む。

「オリカミ」という読みを示す国語辞典は

少ないが，『日本国語大辞典 第2版』（小学

館・平13）に「古くはオリカミ」と書かれてい

ことば
言葉
コトバ「折り紙付き」

る。また，『新明解アクセント辞典 第2版』

（三省堂・平26）には「オリカミ」「オリガミ」

両方の読みが掲載されており，「遊びは「オリ

ガミ」」という注釈が付いている。古くは，遊

びは「オリガミ」，鑑定書は「オリカミ」と読

み分けをしていたのかもしれない。

さて，「折り紙付き」について，NHKでは，

昭 和37年に第508回放 送 用語 委員会で，

読みを「オリカミツキ」から「オリガミツキ」

に変更した。確かに，「折り紙付き」の場合は，

「ガミ」で定着している。『江戸語大辞典 新

装版』（講談社・平15）でも，「定評がある」と

いう意味で「オリガミガツク」を示している。

江戸時代にはすでに「ガミ」とも読まれてい

たということかもしれない。

では，「折り紙」だけで使う場合はどうだ

ろう。「折り紙付き」の場合と同様で，「オリ

ガミ」で問題はないだろう。ただ，この語は

現代ではあまり使われず，せいぜい歌舞伎

で聞くぐらいだ。その時代の読み方をいかし

て，あえて「オリカミ」と読むという選択も

あっていいように思う。例えば，東京新聞の

劇評では，「名刀青江下坂の折紙（おりかみ）」

と読みがなを付ける工夫がされていた（平

27.10.9）。

こうした伝統的な語の場合，これが正解と

いう「折り紙」はなかなか付けにくいものだ。          
山下洋子（やました ようこ）


